
岐阜県高山市

平成２７年度中部縦貫丹生川西部地区道路建設工事
にゅ う かわ

たかやま

○ 施工者（元請け）が、ＩＣＴによる効果を自ら検証し、その
特性等を把握したうえで ＩＣＴ土工の積極的な取り組みを
実施。

※特に、ＵＡＶ（ドローン）による測量、出来形管理の効果を定量的に検証

ＭＣバックホーによる
切土法面整形

UAV測量の検証を行い。
現場での実効性を確認

従来手法

起工測量
（基準点測量・横断測量
縦断測量・内業（測量成果まとめ））

施工中の測量
（丁張設置・TS出来形観測）

まとめ
（TS出来形・管理帳票作成等）

起工測量
（基準点測量・
航空写真・内業
（測量成果まとめ））

施工中の測量
（ローカライゼーション
キャリブレーション
法面点検）

まとめ
（航空測量・管理帳票作成等）

４日 ３０日 ２日

２日 ３日 ２日

３６日

７日 約３０日（８０％）工程短縮
今 回
（ICT活用）

ＩＣＴによる測量・施工管理と従来手法との比較・検証結果

●工期：「UAV使用により、測量日数が36日から7日に短縮で きた」
●工程：「日当たりの切盛土量がクラウドで把握でき、工程の遅延がなかった」
●施工：「ICT建機の活用で経験の浅いオペレーターでも高精度に仕上げることができ

た。また、排水構造物等の作業土工にも併用した。」
●品質：「従来のＴＳの点と点を結ぶ線と異なり、面的施工・管理となるため、大幅に品

質が 向上した」
●安全：「測量および法面整形時の手元作業員が必要なくなったため、法面からの滑

落等の危険性が無くなった」

現場の声 （株）新井組


